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次いで針ですが、中等度以上のアルツハイマー型認知症では、針が 10 時 50 分



























参考図書： 明日から役立つ認知症のかんたん診断と治療  平川 亘 著 









城⻄⼤学 薬学部 薬科学科 教授 和⽥ 政裕
「２型糖尿病の薬物療法」
コーネス内科クリニック院⻑
埼⽟医科⼤学総合医療センター 内分泌・糖尿病内科 ⼤村 栄治
第48回 メインテーマ「放射線と健康危害―医療者がもつべき知識―」
「放射線とその⼈体への影響について〜使⽤される薬物〜」
放射線医学総合研究所 緊急被ばく医療研究センター 被ばく医療部体内汚染治療室 ⽯原 弘
「⾷品中の放射性物質による健康影響について」
内閣府⾷品安全委員会事務局 評価課 林 亜紀⼦
第49回 メインテーマ「⽣活習慣病の薬物治療Ⅳ－最近のがん治療－」
「癌化学療法と個別化治療」






















医療法⼈財団順和会⼭王病院整形外科 国際医療福祉⼤学 中村 洋
第54回 メインテーマ「在宅医療の今後を語る-管理栄養⼠および薬剤師に対する期待」
「確実に分かる未来に備えて」
厚⽣労働省政策統括官付 社会保障担当参事官室 政策企画官 ⼭下 護
「在宅医療にかかわる薬局薬剤師の役割と今後の展望」
⼀般社団法⼈ 埼⽟県薬剤師会 常務理事 池⽥ ⾥江⼦
「在宅訪問栄養⾷事指導の実際」
医療法⼈社団福寿会 福岡クリニック在宅部栄養課 課⻑ 中村 育⼦
第55回 メインテーマ「糖尿病治療の新展開 ー新しい治療薬の評価と栄養教育－」
「糖尿病治療薬の特徴とエビデンス 〜新規治療薬の登場で何が変わったか〜」
城⻄⼤学薬学部⽣理学講座 加園 恵三
「⾎糖値を上げない⾷事のとり⽅ 〜低Glycemic Index⾷の活⽤法〜」
城⻄⼤学薬学部医薬品安全性学講座 ⾦本 郁男
「糖尿病患者の実態と当院における糖尿病透析予防指導」
加藤内科クリニック 加藤 則⼦
